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発　行
八尾市自治振興委員会
八 尾 市 赤 十 字 奉 仕 団
八 尾 市 本 町 1 － 1 － 1
八尾市役所コミュニティ政策推進課内
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第 74 号
わたくしたち八尾市民は
　　1.  若い力をそだてましょう
　　1.  あたたかい心でまじわりましょう
　　1.  みどりのまちをつくりましょう
　　1.  文化財をたいせつにしましょう
　　1.  働くよろこびに生きましょう

八尾市民憲章
１. 市民一人ひとりが防災・防犯意識を高めましょう。
１. ひとを思いやるやさしさを持ち、
　　　　　　　　共に助け合う地域をつくりましょう。
１. 豊かな地域活動をはぐくみ、災害や
　　　　　　　犯罪に強いまちづくりを進めましょう。
１. 未来を担う子どもたちを犯罪から守りましょう。
１. 社会のルールを守り、地域の和を尊重しましょう。

やお安全安心憲章

【編集委員】　
〇委 員 長：山中　あや子（用和地区）
〇副委員長：田中　秀宙（高安西地区）・福平　武（大正北）
本田　静夫（八尾地区） 笠谷知枝子（用和地区） 梅原　和昭（山本地区)
片岡　　清（永畑校区） 加藤　誠司（龍華地区） 深山　吉昭（大正北地区）　
松村　佳幸（南高安地区） 松下　雄治（南高安地区） 清水　千壽（赤十字奉仕団婦人部）

編
集
委
員
の
紹
介

発足70周年記念事業企画委員会がスタート！
～合言葉は「住めば誰でもまちの一員」～

　八尾市自治振興委員会では、令和３年度に70周年を迎えるにあたり、記念事業の内容検討やこれから
の当委員会のあり方、各町会との関係性等について意見交換しようと、当委員会役員・会計監査・各専門委
員会副委員長による企画委員会が発足されました。令和２年10月13日（火）及び11月24日（火）に八尾
市役所大会議室において開催された企画委員会の様子をご紹介します。

うるおい編集委員会

山中委員長（用和）

【70周年記念事業について】
・発足70周年の記念事業は来年10月下旬に、総合体
　育館で開催予定。誰もが参加する催しにしたいです。

【これからの委員会のあり方について等】
・町会加入率を向上させるための手法を考えていきます。
・自治振興委員会のキャッチフレーズの作成や、魅力ある

イベントの開催を進めていきたいと思います。
・町会に加入していることで、隣近所と顔見知りになり、

それが災害時や日々の安全安心につながっていきます。

　住みよいまちづくりのため、町会・自治会や、当冊子「うるおい」
についてのご意見等を随時募集しています。
　回答様式は自由ですので、事務局（八尾市役所本館３階コミュ
ニティ政策推進課内）までご連絡ください。また、右記のQRコー
ドから、インターネットでも回答いただけます。

様 な々意見が交わされました。

これからも自治振興委員会の活動を

お楽しみに！！

本号の中にみんな登場しています！

 

▲ 回覧板で情報収集！
回覧板や掲示板を通じて、市政情報や防犯情報など、
生活に役立つ地域情報が入ってきて便利です。

▲ 地域のイベントにも参加！
引っ越ししてきたとき、町会の方に誘っていただき、
さまざまなイベントを通じて知り合いが増えました。

▲ 夜道も安心！
夜道を一人で帰るとき、防犯灯があるので安心です。
維持管理は町会でされているということを知りました。

▲ 災害時も安心！
災害時の不安を抱いていましたが、地域の防災訓練に
参加し、地域のつながりもできて、不安が減りました。

町会では、より住みよいまちとなるよう、自分たちで
さまざまな活動に取り組んでいます。八尾市では、
町会のまちづくり活動を応援しています！

八尾市は、八尾市自治振興委員会と協働で、町会加入促進活動を実施しています。

町
会
加
入
者
の
声

助け
 支え

あ  い

みんなで

 住 め ば誰 で も ま ち の 一 員

【町会加入の問合せ】八尾市役所 コミュニティ政策推進課　電話：072-924-3827　FAX：072-992-1021

町会・自治会の
情報はこちらから

皆さんのご
意見

募集しま
す！皆さんのご
意見

募集しま
す！

活発に意見が交わされました

赤十字活動資金ご協力のお礼とご報告 これまでご協力いただいた主な義援金のご報告
（令和2年12月15日現在）

・令和元年 台風19号災害義援金
540,798円

・令和２年 7月豪雨災害義援金
304,397円

令和2年度に町会などを通じてご協力いただきました
赤十字活動資金は、下記のとおりとなりました。
 赤十字活動資金
　  合計16,044,089円（令和2年12月15日現在）
　寄せられた赤十字活動資金は、日本赤十字社が行う
地域福祉や災害救護、防災活動等に役立てられます。
　今後も、日赤活動へのご理解とご協力をお願します。

　ご協力をいただいた義援金は日本赤十字社を通
じて、被害状況に応じて按分され、各被災県に設置
された義援金配分委員会を通じ、全額を被災された
皆様にお届けいたします。

新規加入できる年齢  満1歳～84歳まで（100歳まで継続可能）

三大疾病のリスクに備える保険を取扱い開始

問い合わせ・資料のご請求先

営業時間　9：00～17：30（土日祝日除く）
〒541-0041 大阪市中央区北浜2-5-23　小寺プラザ10階

TEL 06-6203-7073 
〈HP〉 http://www.osaka-shiminkyosai.or.jp

大阪市民共済生活協同組合 0120-866-844

急性心筋梗塞

脳　卒　中

が　　　ん 男女共通
80歳～84歳

月払  3,000円

シンプルプラン
100万円コースの場合

新規取扱商品のご案内
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知っていましたか？こんなことも町会活動なんです！その②知っていましたか？こんなことも町会活動なんです！その② 赤十字奉仕団婦人部の活動を紹介します赤十字奉仕団婦人部の活動を紹介します

広報板の管理広報板の管理

  「遠くの親戚より近くの他人」そんなことわざがあるように、いざというときに本当に頼りになるのは、隣
近所の方々。そしてそんな頼もしい隣近所の方々で構成されているのが「町会・自治会」です。
　じゃあ、町会活動って実際何をしているかご存じでしょうか？皆さんが知っているようで、実はあまり知
られていない町会活動。今後、うるおい編集委員メンバーが普段の町会活動について特集していきます。 　赤十字奉仕団婦人部では、健康な日常生活を送るための支援活動として、

日本赤十字社の先生による講演会を毎年実施し、ご自身・ご家族・地域で活かしていただ
ける内容を学んでいただいています。
　今回は、日本赤十字社の防災教材「きけん はっけん！」を用いた講習会を開催し、
赤十字奉仕団の役員及び子どもたちで一緒に、災害が起きたときの注意点を楽しみな
がら学びました。

うるおい編集委員会

田中副委員長（高安西）

うるおい編集委員会

加藤委員（龍華）

町会・自治会ってどんな活動しているの？

町会加入促進活動 地区委員会への出席 災害救助活動

レクリエーション活動 各種文書の回覧 広報板の管理

防犯啓発活動 地域清掃活動

地区委員会への出席地区委員会への出席

昨年度に防災啓発プログラム講習会を開催しました昨年度に防災啓発プログラム講習会を開催しました

この他にも様 な々
活動をしています！
今回はこの中から
２つをご紹介！

町内に住む皆さんに
いろんな情報を知って

もらえるように、
日々 ポスターを張り替え

しています！

うるおい編集委員会

松下委員（南高安）

市からのお知らせや、
町会が開催するイベント
情報等が掲載された
ポスターを掲示して

います。

うるおい編集委員会

梅原委員（山本）
うるおい編集委員会

本田委員（八尾）
うるおい編集委員会

本田委員（八尾）

新型コロナウイルスに

注意しながら新しい生活様式に沿って

地区委員会を行っています。

参加した子ども達からは
「災害が起きたときの注意点を

楽しく学べた！」と
好評でした♪

便利な機能がたくさん。
その一部をご紹介します！

今後、自治振興
委員会の活動でも、

アプリや地域
SNSを取り入れて
いきたいと考えて

います。

毎月開催される
地区委員会では、市からの依頼事項や、
当委員会・奉仕団からの依頼・報告事項、

地区ごとの連絡事項などの案件が
報告されます。

うるおい編集委員会

笠谷委員（用和）
うるおい編集委員会

笠谷委員（用和）

　子どもたちに、災害時の危険（場
所・行動）について伝え、自分の身を
守るための基礎的な知識や判断力
を身に着けてもらうことを目指した
教材です。まず、問題の絵を見せ、ど
ういった危険がおこるか予想しても
らい、答えの絵をみながら答え合わ
せをしていきます。

　高美町5丁目町会では、令和2年
度から町会運営のスマートフォンアプ
リを試験運用しているそうです。「皆様
の町会運営のご参考になれば幸いです」
とのお言葉とともに、便利なアプリの機
能の一部をご紹介してもらいました♪
　この他にも、簡易アンケート等便利な
機能がいろいろあるそうです。ご利用の
アプリは有料の為、費用対効果を勘案す
る必要が有りますが、情報発信を積極的
に行なえ、町会運営を活性化できるので
使用することのメリットは大きいと感じ
ていらっしゃるそうです。

問題シート 答えシート

防災教材きけん はっけんとは・・・

うるおい編集委員会

（赤十字奉仕団婦人部 ）
清水委員

うるおい編集委員会

深山委員（大正北）
うるおい編集委員会

松村委員（南高安）

町会活動 紹介コラム

うるおい編集委員会うるおい編集委員会

片岡委員（永畑）片岡委員（永畑）

当日の様子

◎便利な機能
回覧板機能（添付資料も可）

資料をアプリに保存
電子議決機能で総会を簡略化

簡易なアンケート機能
安否確認機能

うるおい編集委員会

福平副委員長（大正北）
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市役所大会議室において開催された企画委員会の様子をご紹介します。

うるおい編集委員会

山中委員長（用和）

【70周年記念事業について】
・発足70周年の記念事業は来年10月下旬に、総合体
　育館で開催予定。誰もが参加する催しにしたいです。

【これからの委員会のあり方について等】
・町会加入率を向上させるための手法を考えていきます。
・自治振興委員会のキャッチフレーズの作成や、魅力ある

イベントの開催を進めていきたいと思います。
・町会に加入していることで、隣近所と顔見知りになり、

それが災害時や日々の安全安心につながっていきます。

　住みよいまちづくりのため、町会・自治会や、当冊子「うるおい」
についてのご意見等を随時募集しています。
　回答様式は自由ですので、事務局（八尾市役所本館３階コミュ
ニティ政策推進課内）までご連絡ください。また、右記のQRコー
ドから、インターネットでも回答いただけます。

様 な々意見が交わされました。

これからも自治振興委員会の活動を

お楽しみに！！

本号の中にみんな登場しています！

 

▲ 回覧板で情報収集！
回覧板や掲示板を通じて、市政情報や防犯情報など、
生活に役立つ地域情報が入ってきて便利です。

▲ 地域のイベントにも参加！
引っ越ししてきたとき、町会の方に誘っていただき、
さまざまなイベントを通じて知り合いが増えました。

▲ 夜道も安心！
夜道を一人で帰るとき、防犯灯があるので安心です。
維持管理は町会でされているということを知りました。

▲ 災害時も安心！
災害時の不安を抱いていましたが、地域の防災訓練に
参加し、地域のつながりもできて、不安が減りました。

町会では、より住みよいまちとなるよう、自分たちで
さまざまな活動に取り組んでいます。八尾市では、
町会のまちづくり活動を応援しています！

八尾市は、八尾市自治振興委員会と協働で、町会加入促進活動を実施しています。

町
会
加
入
者
の
声

助け
 支え

あ  い

みんなで

 住 め ば誰 で も ま ち の 一 員

【町会加入の問合せ】八尾市役所 コミュニティ政策推進課　電話：072-924-3827　FAX：072-992-1021

町会・自治会の
情報はこちらから

皆さんのご
意見

募集しま
す！皆さんのご
意見

募集しま
す！

活発に意見が交わされました

赤十字活動資金ご協力のお礼とご報告 これまでご協力いただいた主な義援金のご報告
（令和2年12月15日現在）

・令和元年 台風19号災害義援金
540,798円

・令和２年 7月豪雨災害義援金
304,397円

令和2年度に町会などを通じてご協力いただきました
赤十字活動資金は、下記のとおりとなりました。
 赤十字活動資金
　  合計16,044,089円（令和2年12月15日現在）
　寄せられた赤十字活動資金は、日本赤十字社が行う
地域福祉や災害救護、防災活動等に役立てられます。
　今後も、日赤活動へのご理解とご協力をお願します。

　ご協力をいただいた義援金は日本赤十字社を通
じて、被害状況に応じて按分され、各被災県に設置
された義援金配分委員会を通じ、全額を被災された
皆様にお届けいたします。

新規加入できる年齢  満1歳～84歳まで（100歳まで継続可能）

三大疾病のリスクに備える保険を取扱い開始

問い合わせ・資料のご請求先

営業時間　9：00～17：30（土日祝日除く）
〒541-0041 大阪市中央区北浜2-5-23　小寺プラザ10階

TEL 06-6203-7073 
〈HP〉 http://www.osaka-shiminkyosai.or.jp

大阪市民共済生活協同組合 0120-866-844

急性心筋梗塞

脳　卒　中

が　　　ん 男女共通
80歳～84歳

月払  3,000円

シンプルプラン
100万円コースの場合

新規取扱商品のご案内


